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OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

 嘉平太
かへいた

さんの母
はは

・のぶさんの里
さと

は数分
すうふん

歩
ある

けば行
い

ける所
ところ

にありました。そこへ

行
い

くと本
ほん

が沢山
たくさん

あり、嘉平太
かへいた

さんはよく本
ほん

を読
よ

みに行
い

き、特
とく

に赤穂義士
あこうぎし

の話
はなし

が

好
す

きだったそうです。中学生
ちゅうがくせい

の頃
ころ

から歴史
れきし

が好
す

きで、覚
おぼ

えて言
い

えるほどに読
よ

み

込
こ

んだそうです。 

 記念館
きねんかん

では嘉平太
かへいた

さんの部屋
へや

にあった本
ほん

を約
やく

三千
さんぜん

冊
さつ

寄贈
きぞう

を受
う

けています。 

嘉平太
かへいた

さんが遺
のこ

した書
しょ

『読書以耕心田(読書
どくしょ

をもって心田
しんでん

を耕
たがや

す)』は、読書
どくしょ

を

して心
こころ

を豊
ゆたか

にしてほしいという願
ねが

いが込
こ

められています。 

 記念館
きねんかん

には、みなさんに読
よ

んでもらえるように『三国志
さんごくし

』などの中国
ちゅうごく

の

歴史物語
れきしものがたり

や環境
かんきょう

についての絵本
えほん

などがおいてあります。読
よ

みに来
き

てください。 

 小学四～六年生に呼びかけて、夏休みに 

記念館で、エコについて実験や見学を通して 

いっしょにで学ぼうと考えています。 

 そして、調べたり、わかったりしたことを

まとめて､みんなで発表会をして学びを深め 

ましょう！ 

岡崎嘉平太さんの書『読 書 以 耕 心 田』吉川中学校所蔵 
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岡崎嘉平太記念館だより 

印
象
に
残
る
中
国
人 

  

何
人
も
居
ま
す
が
周
総
理
の
よ
う
に
深
く
、
日
本
の
こ
と
を
論
ず
る
に
も 

一
緒
に
な
る
と
い
う
人
は
居
な
い
で
す
ね
。
も
う
一
人
、
日
本
で
有
名
な
郭
沫
若 

さ
ん
と
い
う
の
が
居
ま
す
ね
。
六
高
を
出
て
福
岡
の
医
科
大
学
に
行
っ
て
い
る

ん
で
す
が
、
医
者
に
な
る
の
を
や
め
て
文
士
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
人
は 

非
常
な
日
本
贔
屓
で
し
た
。･

･

中
略･

･ 

私
は
北
京
で
郭
沫
若
さ
ん
の
家
に
よ
く

呼
ば
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
奥
さ
ん
は
中
国
人
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
郭
沫
若 

さ
ん
も
亡
く
な
る
し
、
奥
さ
ん
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。･

･

中
略･･

 

郭
沫
若

さ
ん
が
日
本
に
来
た
と
き(

昭
和
三
十
年
十
二
月
）
、
昔
は
六
高
に
居
て
後
楽
園 

に
鶴
が
居
る
の
を
見
て
い
た
か
ら
、
鶴
の
居
な
い
の
を
見
て
、
帰
国
後
二
羽
送
っ
て

き
た
ん
で
す
よ(

昭
和
三
十
一
年
七
月
）
。
そ
れ
が
雄
か
雌
か
分
か
ら
な
い
ん
で
、 

も
し
雄
同
士
だ
っ
た
り
雌
同
士
だ
っ
た
り
し
た
ら
、
言
っ
て
く
れ
れ
ば
ま
た
送
る
か
ら

と
言
っ
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
無
理
を
言
う
の
は
お
気
の
毒
だ
と
い
う

の
で
言
わ
ず
に
い
た
ん
で
す
。
私
も
岡
山
人
で
す
か
ら
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
釧
路
の
近
所
に
鶴
が
集
ま
る
所
が
あ
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
へ
雄
で

も
雌
で
も
い
い
か
ら
送
っ
て
お
け
ば
、
雄
で
あ
れ
ば
雌
が
来
る
し
、
雌
で
あ
れ
ば
雄
が

来
る
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
ま
し
て
送
ら
せ
た
ん
で
す
よ
。
岡
山
の
飛
行
場
に
行
っ
て

東
京
に
帰
ろ
う
と
思
っ
て
た
と
こ
ろ(

昭
和
五
十
四
年
十
月
）
、
来
た
飛
行
機
か
ら
鶴
の

子
供
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
何
だ
と
言
っ
た
ら
、
岡
崎
さ
ん
が
そ
う
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
ん
で
送
っ
て
お
い
た
ら
、
向
こ
う
で
嫁
か
亭
主
を
見
付
け
て
、
そ
れ
で
出
来
た

卵
が
孵
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。･

･

中
略･･ 

後
楽
園
も
大
分
鶴
が
増
え
た
こ
と
は
大
変

良
い
こ
と
で
す
よ
。
ど
う
も
鶴
が
居
な
い
後
楽
園
で
は
ね
。
我
々
の
後
楽
園
も 

雄
大
さ
は
な
い
が
非
常
に
綺
麗
な
公
園
で
し
ょ
う
。
そ
こ
へ
鶴
が
居
て
大
股 

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
と
景
色
に
な
り
ま
す
よ
。 

岡
崎
嘉
平
太
伝
刊
行
会
編
「
岡
崎
嘉
平
太
伝
―
信
は
た
て
糸 

愛
は
よ
こ
糸
―
」
よ
り 

 

中
国
の
文
学
者
、
歴
史
家
、
政
治
家
。 

四
川
省
出
身
。
第
六
高
等
学
校
（
岡
山
）
を

経
て
九
大
医
学
部
卒
。
耳
疾
患
の
た
め
文
学

に
転
向
。
一
九
二
七
年
に
中
国
共
産
党 

入
党
。
蒋
介
石
を
批
判
し
た
た
め
追
わ
れ
、

日
本
に
亡
命
（
一
九
二
八
）
、
千
葉
県
に
住
居

を
構
え
、
中
国
古
代
史
等
を
研
究
。
三
七
年 

帰
国
、
抗
日
文
化
宣
伝
を
指
導
し
た
。 

 

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
、
政
務
院
副 

総
理
、
科
学
院
院
長
、
中
日
友
好
協
会
名
誉 

会
長
な
ど
を
歴
任
。 

郭 

沫
若

か
く 

ま
つ
じ
ゃ
く  

氏
（
一
八
九
二
～
一
九
七
八
） 

Vol.11 

郭沫若氏から後楽園に寄贈された２羽

の鶴前で （左から１人おいて三木元 

岡山県知事、嘉平太氏）昭和３１年 

郭沫若氏と嘉平太氏 

っ 



 (財)岡崎嘉平太国際奨学財団奨学生の第１９年期奨学生５名と事務局の 

三橋さんが来岡され、吉備中央町にある嘉平太氏のお墓に参られました。 

 また、嘉平太氏の母校 大和小学校で交流したり、大和山山頂で桜の記念 

植樹や記念館の見学などもしました。桜の植樹は今年で９回目を数えます。

奨学生は先輩たちの植えた桜が根付き育っている様子を興味深そうに見てい

ました。桜は、地元の方々の水やりや草刈りなどのお世話を受け、毎年春に 

は美しく花が開き、だんだん大きく育っています｡その姿をいつかまた見に 

訪れてくださればと願っています。 

2009年6月5日(金) 

近況 １ 

 嘉平太氏の母校 大和小学校では、４年生の元気な子どもたちと先生方

や地域の方が温かく迎えてくださいました。奨学生たちは、子ども達から 

の質問に答えたりゲームで触れ合ったりと楽しい時間を過ごすことができ 

ました。 

 第３回目を迎えた｢嘉平太が愛したふるさと岡山 心なごむ風景写真展｣の 

表彰式を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 嘉平太氏は、ふるさと岡山を家族や親族、友人や恩師と過ごした思い出と

共に懐かしみ、いつも気にかけておられました。当記念館では嘉平太氏の 

心情を偲び、県内にある豊かな自然や人情味あふれる風景をみつめ直し、 

後世に伝えたいとの願いから｢嘉平太が愛したふるさと岡山 心なごむ風景 

写真展｣の作品を広く募集しています。今年は、この写真展も３回目を数え

応募数も年々増え総数１３４点の応募がありました。５月１０日に山陽新聞 

写真部部長 長瀬正己氏並びに日本画家 森山知己氏、そして当記念館館長 

河田啓子で審査し、最優秀賞に西島鎌司氏の『春宵』と、その他入賞作品 

１５点が選ばれました。どの作品も、力作揃いで、すばらしい展覧会が開催

できることを大変うれしく、また、ありがたく思います。   

 応募していただいたすべての作品は７月１９日(日)まで岡崎嘉平太記念館 

にて、７月２２日(水)から７月２７日(月)までは、天満屋地下タウンアート 

スペースにてご覧いただけます。 

表彰式にご参列くださった入賞の皆様 
 

１列目右より平野允斌氏(審査員特別賞)土師亨氏

(優秀賞)西島鎌司氏(最優秀賞)上田文子氏(優秀 

賞)､久山智二氏(審査員特別賞)鶴峯章吾氏(代理 

で奥様･審査員特別賞) 
 
２列目右より松田雅郎氏(入選)杉本小銀氏(入選) 
大村純孝氏(入選)林 敏雄氏(入選)小畑衛司氏 

(入選)と松尾(財)岡山県郷土文化財団常務理事、 

河田岡崎嘉平太記念館長 

2009年6月21日(日) 

近況 ２ 

           昨年から「地球を救おう！もったいない作戦」に取り組ん 
         

        でいます。町内の小中学校の子ども達や高校生、多くの事業 
 

         所の協力で１年間でざつ紙が      ㎏集まりました。 
  

             ３０年ぐらい育った        守ったことになります。 


